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①学習指導の
　工夫改善

●学習のめあての明確
化と振り返りの実施、
板書の工夫やＩＣＴの
活用等により、分かる
授業の展開に努める。

●学習に見通しを立て
たり成就感を味わわせ
たりすることにより、
生徒が主体的・意欲的
に授業に臨んでいる。

●生徒・保護者対象ア
ンケートの結果
→肯定的な回答が
　９０％以上

生ｱ№2

保ｱ№1

90%
(91%)

81%
(81%)

◆「めあて」「まとめ」「振り返り」を
明確にすることで、分かりやすい授業に
つながっている。引き続き、生徒が主体
的に取り組み、確かな学力の定着につな
がる授業づくりに努めたい。
◆板書やワークシートの工夫、タブレッ
ト端末などのICT機器を活用すること
で、生徒がより意欲的に学習に取り組む
ようになった。今後もICT機器の効果的
な活用について工夫を重ねていきたい。

②家庭学習の
　習慣化

●｢家庭学習の手引き｣
や｢あゆみノート｣等を
活用して、家庭学習の
意義や方法を伝え、習
慣化を図る。

●主体的に学ぼうとす
る意欲が高まり、生徒
が家庭学習ノートを自
主的に提出している。

●家庭学習ノートを提
出している生徒の割合
→８０％以上の生徒が
　提出

生ｱ№5

保ｱ№2

74%
(81%)

59%
(60%)

◆家庭学習ノート等の提出を習慣化する
ことで家庭学習の定着を図り、学力向上
につながるよう、日々言葉掛けをすると
ともにノート等の確認を行ってきた。毎
日ノートを提出している生徒の割合は
74％であったが、その内容については
様々である。家庭学習の意義等をしっか
り理解し、進んで取り組むようにすると
ともに、引き続き保護者の方にも御協力
いただき、習慣化につなげていきたい。

①良い習慣の
　定着

●全職員共通理解の下
身に付けさせたい良い
習慣（返事､挨拶､靴揃
え､聞く態度､立腰、２
分前着席等）について
継続的に指導する。

●生徒が、返事、挨拶
靴揃え、聞く態度、立
腰、２分前着席等を意
識して生活している。

●生徒・保護者対象ア
ンケートの結果
→肯定的な回答が
　９０％以上

生ｱ№7

生ｱ№8

保ｱ№3

92%
(95%)
90%
(92%)
90%
(87%)

◆生徒アンケートでは肯定的な回答が多
く、日頃から良い習慣を意識しながら学
校生活を送っていることがうかがえる。
◆来校した多くの方々から、生徒の挨拶
が素晴らしいとお誉めの言葉をいただい
た。学校生活で身に付けた望ましい習慣
を実践できるよう、継続して指導してい
きたい。

②生命尊重･
　人権尊重を
　基盤とした
　教育実践

●交通事故防止のため
の指導の充実、不登校
生徒への適切な支援、
いじめの未然防止と早
期発見・早期対応に努
める。

●交通事故や不登校生
徒が減少するとともに
いじめは許さないとい
う意識が生徒に浸透し
ている。

●交通事故件数の増減
→前年度同期より減少

●不登校生徒数の増減
→前年度同期より減少

●生徒・保護者対象ア
ンケートの結果
→肯定的な回答が
　９０％以上

事故の
増減

不登校
生徒数
の増減
生ｱ№10

保ｱ№4

－2件
(-3件)

-2人
(+3人)

92%
(92%)
83%
(81%)

◆交通安全主任を中心に注意喚起を継続
した結果、ルールを遵守しようとする意
識が高まり交通事故減少につながった。
◆不登校生徒一人一人の状況に応じた支
援をし、学校と家庭や地域社会とのつな
がりを継続できるよう取り組んでいきた
い。
◆今後も生活ノートや日々の生活はもち
ろん、生命人権尊重旬間や生活アンケー
ト、教育相談などの機会を通して生徒に
寄り添った支援・指導を心掛け、いじめ
のない学校づくりを目指していきたい。

①体力と運動
　技能の向上

●教科体育において敏
捷性等を強化する運動
を工夫するとともに、
耐性を育む体育的行事
の充実に努める。

●生徒が体育の授業に
意欲的に取り組むとと
もに、三毳･唐沢縦走
で完歩を目指そうとし
ている。

●生徒・保護者対象ア
ンケートの結果
→肯定的な回答が
　９０％以上
●三毳･唐沢縦走で完
歩した生徒の割合
→前年度より増加

生ｱ№14

保ｱ№5

完歩率

94%
(93%)
87%
(87%)
93.2%
(97.9)

◆新体力テストの結果を踏まえ、走力を
向上させるために補強運動として短距離
走を取り入れている。今後も継続して実
施し、向上を目指したい。
◆昨年度よりも距離が長くなったこと
が、完歩率の低下につながったと考えら
れる。次年度に向けて、各チェックポイ
ント通過時刻の見直しを図るなどの工夫
を重ね、生徒にとって思い出に残る有意
義な活動にしていきたい。

②食育の推進 ●栄養教諭等が全学級
で食に関する指導を行
い望ましい食習慣の育
成に努める。

●生徒が成長期に必要
な栄養を摂取すること
の大切さを理解すると
もに、給食を残さず食
べている。

●生徒・保護者対象ア
ンケートの結果
→肯定的な回答が
　９０％以上
●給食(主菜･副菜)の
１人当たりの残量
→前年度より減少

生ｱ№12

保ｱ№6

残量の増
減(12月
末時点)

83%
(83%)
91%
(89%)
15.1g
(15.5g)

◆今後も栄養教諭等による食育指導や保
健体育科、家庭科、学級活動等の時間を
通して、栄養バランスの大切さの理解を
深めさせたい。
◆給食の残量自体は減少しているが、時
間内に食べ終わらない生徒も見られる。
配膳やおかわりの仕方を工夫し、食べる
時間の確保に努めていきたい。

①一人一人の
　生徒に寄り
　添った指導
　と支援

●教育的愛情をもって
生徒に接するとともに
生徒の良さを見つけ、
｢三毳賞｣｢唐沢賞｣を積
極的に授与する。

●生徒が教職員に気軽
に相談するとともに、
一人一人を褒めて・伸
ばすことにより生徒の
自尊感情が高まってい
る。

●生徒対象アンケート
の結果
→肯定的な回答が
　９０％以上

生ｱ№16

生ｱ№17

生ｱ№18

87%
(88%)

91%
(94%)

86%
(86%)

◆生徒アンケートでは、全ての項目が
90％以上までに至っているわけではない
が、担任との信頼関係は比較的高く、共
感的な人間関係が育まれていると考えら
れる。今後も引き続き、信頼関係を深め
ていきたい。
◆「三毳賞」「唐沢賞」については、小
さなことでも生徒の良さを見付けてその
都度表彰し、自尊感情の向上につなげて
いきたい。

②教職員の服
　務の厳正と
　保護者との
　連携

●職務に対する使命感
と誇りをもち、必要に
応じてこまめに連絡を
とるなどして保護者と
の連携に努める。

●保護者が我が子を安
心して学校に通わせて
いる。

●保護者対象アンケー
トの結果
→肯定的な回答が
　９０％以上

保ｱ№7

保ｱ№8

保ｱ№9

88%
(86%)

82%
(86%)

93%
(91%)

◆校内研修等により教職員一人一人の責
任感などが向上し、きめ細やかな対応に
つながっていると考えられる。今後も家
庭へのこまめな連絡などを心掛け、保護
者の方々と連携して生徒の育成に当たり
たい。
◆人権感覚の向上についての項目では、
昨年より4％低い結果となった。今後更
に人権感覚を磨き、人権意識の高揚が図
れる指導を心掛けていきたい。

①開かれた学
　校づくりの
　推進

●保護者や地域住民等
に対して、各種たより
や学校Webサイト等を
通して、学校の様子を
積極的に情報発信をす
る。

●保護者が学校教育活
動に関心と理解を示し
ている。

●学校Webサイトの更
新状況
→毎日記事を掲載
●保護者対象アンケー
トの結果
→肯定的な回答が
　９０％以上

更新状況
(12月末

時点)
 

 保ｱ№10

794件
(727件)

95%
(93%)

◆学校Webサイト掲載数は年々増加し、
毎日更新することができた。今後もより
充実させ、情報発信に努めたい。
◆大根や白菜などの野菜を給食センター
や子ども食堂などに提供でき、つながり
を深めることができた。また、三毳唐沢
SSCの方々の御協力により、制服バンク
等の活動ができている。今後も更に充実
させていきたい。

②小中一貫教
　育の推進

●小中一貫教育佐野北
推進ブロックの各部会
で定めた取組を実施す
る。

●小学校から中学校へ
の円滑な接続が図ら
れ、系統性のある学習
指導と生徒指導が展開
されている。

●ノーメディアデーを
実践した生徒の割合
→肯定的な回答が
　８０％以上

実践生徒 76%
(83%)

◆教員主体の活動から生徒主体へと変え
てノーメディアデーを実施した。さら
に、成果をあげるための工夫をしていき
たい。また、小中学校が連携して交流会
や授業見学などの機会を増やし、教員同
士の交流に努めるとともに、生徒指導の
充実を図りたい。

信
頼
さ
れ
る
教
職
員

◆北中の先生は本当に熱心に
生徒を指導してくれていると
感じる。教育的愛情をもって
生徒に接してくれていてあり
がたい。
◆生徒は誉められたいと思っ
ている。どんなに些細なこと
でも先生から誉められること
でモチベーションのアップに
つながる。
◆「ホームページを作ろう」
という授業を参観した。生徒
に指導するには、先生ができ
るようになる必要がある。研
修等で学んだ後、繰り返し自
己研修すると、かなりの時間
が掛かると思う。働き方改革
と照らし合わせた上で、研修
を積んでほしい。

家
庭
・
地
域
・
小
中
学
校
と
の
連
携

◆北星祭では、今年度もオン
ライン配信をしてくれてあり
がたかった。また、学校Web
サイトでは、毎日記事が更新
されていて素晴らしい。
◆佐野学は地域について学ぶ
良い機会である。今後小学校
とも連携し、進めてほしい。
◆三毳唐沢ＳＳＣの制服リ
ユース活動は、学校の枠を越
えて、市全体に関わる活動と
して広げてほしい。また、子
ども食堂をはじめ地域とのつ
ながりが必要な活動を、市や
県とともに工夫し実施してい
く必要があると思う。
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自
ら
学
び
考
え
る
生
徒
∧
知
育
∨

◆何らかの事情で登校できな
い生徒に、タブレット端末を
活用して、リアルタイムで授
業をオンライン配信してくれ
ている。生徒・保護者にとっ
て、とてもありがたいことだ
と思う。今後も継続してほし
い。
◆家庭学習をいつも提出する
生徒とそうでない生徒がいる
のは、目的意識を感じている
かどうかと関わっているので
はないか。中学生のうちから
目的をもって学習に取り組む
ようにすることが、将来職業
に就いた後も、学び続ける人
間となることにつながると思
う。今のうちから学ぶ姿勢の
基盤をつくってほしい。

素
直
な
心
で
感
謝
で
き
る
生
徒
∧
徳
育
∨

◆生徒は通学途中に出会った
ときなどにも挨拶をしてくれ
る。挨拶は人として大切であ
る。更に多くの生徒が勇気を
出して挨拶できるよう、背中
を押してほしい。
◆悩みを抱える生徒にとっ
て、担任の先生がまず話を聞
いて、スクールカウンセラー
などの次の支援につなげてく
れている。ライフルームは北
中ならではの支援であり、あ
りがたい。
◆道ばたに倒れていた小動物
に手厚く接するなど、生命を
尊重する心が育っていること
がうかがえる。今後も授業を
はじめ、さまざまな場面で豊
かな人間性を育ててほしい。

心
身
を
鍛
え
健
康
な
生
徒
∧
体
育
∨

◆教職員がまとまっているこ
とが教育活動の充実につな
がっている。保健体育科の走
力を向上させるための取組で
も、その効果が現れている。
今後も教育活動全体を通じ
て、体力の向上と心身の健康
の保持増進に努めてほしい。
◆三毳・唐沢縦走は、前年度
よりも歩く距離が伸びたこと
で完歩率が低下したが、たと
え完歩できなくても、自分で
決めた目標の達成感や成就感
が、次年度への目標となって
いる。耐性を育むねらいも大
切である。今後も感染状況を
鑑み、継続してほしい。


